
オプションサービス

EDIデータの
自動保存

改正電帳法に
完全対応

WebEDI/
メールEDIにも対応

EOS名人で送受信処理を実行
すると、自動的にクラウドへ
保存します。日々の業務では
今まで通りのオペレータ作業
で改正電帳法に対応できます。

真実性の要件
自動アップロード後訂正不可
可視性の要件
取引年月日、取引金額、取引
先名で検索可能
検索結果のCSVダウンロード
が可能

様々な電子取引（WebEDI/
メールEDI）の取引データも
EOS名人の標準DBを利用す
ることで一元管理が可能に
なります。
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流通BMS
準拠

お
得
意
先

メールEDI

WebEDI

流通BMS
ＪＸ手順

JCA手順など
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電帳法対応クラウドオプション ３つの特長

照会/
ダウンロード

改正電子帳簿保存法完全対応 EOS名人で取り扱う電子取引データを
制度要件を満たした状態で
クラウド上に保管するサービスです

電帳法対応クラウドオプション



改正電子帳簿保存法とは

サービス 利用料（月） 備考

電帳法対応クラウドオプション Lite 12,000 データ件数 100,000行/月まで

電帳法対応クラウドオプション Standard 15,000 データ件数 300,000行/月まで

電帳法対応クラウドオプション Enterprise 20,000 データ件数 600,000行/月まで

電帳法対応クラウドオプション Enterprise+ 5,000 Enterprise契約以降 100,000行/月毎に追加

※消費税別。このほかにサービス初期登録料が必要です。
※この製品はEOS名人.NETのオプションサービスです。利用する際にはEOS名人.NETが必要になります。

経済社会のデジタル化を踏まえ、経理の電子化による生産性の向上、記帳水準の向上等に資するため、
令和３年度の税制改正において、「電子計算機を使用して作成する国税関係帳簿書類の保存方法等の
特例に関する法律（平成 10 年法律第 25 号）」の改正等が 行われ（令和４年１月１日施行）、帳簿
書類を電子的に保存する際の手続等について、抜本的な見直しがなされました。
電子取引に関しては、紙での保存は不可となり、データによる保存が義務化となります。
（令和5年12月31日まで宥恕期間）

機能一覧 画面イメージ

価格（税別）

1. 取引データ自動アップロード機能

2. 連携履歴参照

3. 処理結果通知機能
エラー時のメール送信が可能

アップロード結果の参照、再実行の指示

送受信時に自動連携
対象データ種  発注、出荷、受領、返品

 請求、支払

1. ログイン機能（管理者、閲覧者）
2. ダッシュボード

 年、月別利用状況
 契約プランの確認

3. 検索およびダウンロード（CSV）
4. クラウド管理画面

 ユーザー管理（管理者、閲覧者）
 パスワード再設定
 ログ参照（アクセスログ、操作ログ）

お問い合わせは

運用機能

管理機能

改正電子帳簿保存法完全対応
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